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コロナ禍における 
ラーニング・コモンズの継承

グローバル地域文化学部との連携による 
セルフラーニング・コモンズツアーを事例に

学習支援・教育開発センター　助教　 矢内真理子

１．セルフラーニング・コモンズツアーの概要

本稿では、2021年度春学期にグローバル地域文化学部の初年次科目「グローバル地
域文化導入セミナー」において、学習支援・教育開発センター（以下、センター）と
の連携によって実施された課題「セルフラーニング・コモンズツアー」（以下、セル
フツアー）について報告する。実施期間は2021年４月から６月にかけて、対象となっ
た人数は10クラス、約200人である。グローバル地域文化学部の亀谷百合佳先生から
４月に提案があり、実現した。セルフツアーの課題は、学生が１人でラーニング・コ
モンズの施設内をめぐり、マップ（後述）に記載されているそれぞれのエリア内に関
するクイズに回答する。クイズにすべて答えたら、３階のアカデミックサポートエリ
アに行き、センターのスタッフおよびラーニング・アシスタント（以下、LA）の確認
を受け、センターのハンコをもらう。その後、セミナーの担当者が定める期日までに、
マップを提出し、クラス内でクイズの答え合わせをする、という流れとなっている。

２．コロナ禍以前のラーニング・コモンズの見学

2019年度までのラーニング・コモンズ内の見学は、基本的に自由に行うことができ
た。そのため、授業担当者の引率による、ゼミや授業単位での見学者も多くあり、グルー
プでの見学も活発に行われた。他にもセンターが毎年春学期の４月～５月にかけ企画
した「ラーニング・コモンズ利用案内ツアー」（以下、利用案内ツアー）も、多くの
参加者があった。利用案内ツアーは、LAが案内役となり、１日２回、30分で施設を
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一巡し紹介する、という企画だった。これらの利用案内ツアー・見学は主に春学期を
中心に実施され、特に新入生にラーニング・コモンズを知ってもらったり、利用を促
したりする目的で行われた。

しかし、2020年度の春学期はコロナ禍のためラーニング・コモンズを７月まで閉室
した。さらに、感染症対策としてラーニング・コモンズ内の利用者数の制限が設けら
れることになった。アカデミックサポートエリアなどの指定されたエリアを除いて発
話が禁止された。グループ単位での利用も制限され、個人単位での利用のみとされた。
これらの背景により、センター主催の利用案内ツアーは春学期には実施されず、秋学
期に行われた（９月28日～11月６日の平日）。その際に参加者数を５人までと制限し、
LA以外の発話はできないルール設定となった。自由見学についても、グループ単位
での入室ができないことから、従来の見学ができない、という状況に陥った。コロナ
禍の状況下で、ラーニング・コモンズのありようは大きく変貌し、2020年度以降に入
学した学生に対してラーニング・コモンズの施設を知ってもらうことに大きな課題が
生まれた。

３．セルフラーニング・コモンズツアーマップ作成時の工夫

さて、ラーニング・コモンズのマップは、従来施設案内のパンフレットに掲載され
ていたものがあるほか、利用案内ツアー用に、各エリアの詳細な最新情報が記載され
たマニュアルがセンター内で共有されている。今回の課題のためのマップ作成は、パ
ンフレットの地図を基本とし、そこに学生に読んでもらうためのコメントとクイズを
考える、という流れをたどった。そこに各エリアの紹介だけでなく、もともとのエリ
アを作った目的や利用の提案、現時点のルール、ラーニング・コモンズで行われてい
るイベントの紹介など、さらに詳細な情報の案内のために、ラーニング・コモンズの
ホームページへのリンクなどを設けた。マップ作成で心掛けたことは、第一にクイズ
を作るにあたり、実際に施設に行かないと答えられない内容にしたこと、第二に、ク
イズの中に、学生に利用してもらう際に知っておいてほしいこととして、現時点での
利用ルールについて答えてもらう設問を設けたことがある。また、クイズにすべて回
答したあとで、アカデミックサポートエリアに立ち寄ってもらうことで、学習相談の
案内を行ったり、学生からの施設に関する質問を受け付けたりすることも行った。そ
のため、単にマップのみで課題が完結するのではなく、同志社大学のラーニング・コ
モンズの特徴である人的資源によるフォローもでき、有機的な仕組みとして、本ツアー
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が機能したといえよう。
亀谷先生から提案を受けたのが４月上旬で、４月下旬には各クラスでの課題が始

まったことから、急ごしらえとなったが、亀谷先生からのコメントやセンター内での
アイデアや助力により、マップが作成された。マップはこの報告書の末尾に掲載した
のでご覧いただきたい。

４．まとめ

マップを作成する中で筆者は、ラーニング・コモンズという施設を作り、運用する
にあたり、やはりその歴史と、施設の利用の仕方などについて継続的に伝え続ける必
要がある、ということを改めて確認した。施設を作って（魂を入れて）それっきりでは、
施設の目的はいつしか忘れ去られ、単なる自習室となってしまうだろう。生きた施設
としてあり続けるために、歴史や理念の継承はコロナ禍に関係なく行われる必要があ
るが、コロナ禍によってよりはっきりと気づかされた。

付記

亀谷百合佳先生をはじめ、グローバル地域文化学部のご協力いただいた先生方に感
謝申し上げる。
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